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1) 概閏照雄 rBankAmerica IV自発的テRィスクロー ジキー ・コー ドJF経済論叢~ 144巻5・6号，
198~年 11 • 12月号。



























大月書盾， 145ベー ジ〕。私は，レー エンのこり指摘にしたがって，イデオロギー という側面から
従来の上部構造説を検討して より豊富}としたいと思つでいる。




























































































9) マルクλ エンゲルス全集23巻 b，大月書広， 771-772ベージ。

























席者有していたn さらに70年代に入ると，マーチャ y ト業務を中心に業務を拡
10) 藤井保紀「米銀の固際業曹の発展と競争力1. 日本長期信用銀行『調査月報~ 1日号， 1977年.
222 (222) 第 145巻第l'2号
大し. 1976年にはユーロ市場でのジ Yジケートローγの主幹事実績において，
ノミ γ カメリカは 37億7，400万ドルと 47億7.400万ドルのシティコープに次いで，
第二の地位を占めるに至る山。






表1 ノミンカメリ声。商工業貸付・消費者貸付 (1971~1976年〕 単位.100万ドル
仁I 商国T~ 'I1#四71年 1 -;9昨 1-1973年 1974'F- 1 1975年 11976年
業貸付
内向け 8.495 I 9.402 I 11.869 I 14.642 I 14.675 I 12.583 
海外向け 6，170 7，746 9，654 12.819 16，752 19，799 
合 言十 14.665 17.148 21，523 27.461 31，426 32.382 
貸倒比率%
園内向け 0.31 0.18 0.33 0.23 1.21 0.90 
海外向け 0.14 0.14 0.22 0.27 0.49 0.55 
消費者貸付
園内向け 1.315 1.471 1.559 1.904 2，266 2.391 
海外向け 313 452 583 1.187 1，976 2.167 
合 計 1.628 1.923 2.142 3.091 4，242 4.558 
貸倒比率%
国内向け 0.68 0.61 0.71 0.74 0.97 1.88 




















































































例として，直接にパY カメ Eヵに係わる消費者運動である「サγフランシス π












(百万ドノレ〉比% % % 
貸出金総額前年題担当期純利益前年度市 且1し'l'

















18 302 65 7 33，385 66，763 59 41 26 74 12 56，545 1 
11 335.6 -16 9 36，458 73，917 59 41 25 75 7 60，750 1 
Westren Bancorp 




35 3ー10，281 18，713 
87 
89 11 38 52 。15.119 9 
16 90.1 7 6 10，943 19，672 89 11 38 62 呂16，378 
7 56 96 17 9，169 15，487 79 21 29 71 14 12，960 

























































































14 45.4 6 9 6.892 10.711 89 11 32 68 3 9.067 
1ー818 125 一162.278 4.084 97 3 41 59 -13 3.141 
-32 12 -5 11 2.019 4.025 95 5 42 58 4 3.265 




































-19 2.7 -5 6 1.712 2.989 89 11 41 59 。51 




10 5 135 85 1.283 2.026 92 8 36 64 98 1.808 59 
69 10.8 30 15 1.475 2.215 89 11 34 66 8 1.955 









































228 (228) 第 145巻第1・2号
張して， r銀行の実際のコストを公開させ，消費者が最高の+ーピスを可能な
限 b低い価格で提供してくれる銀行を見つけるのを助け，銀行に価格と質の競
争をさせること」を目的にガイドブックを作成した。また， S F CAは独自の
調査に基づいて， 1976年のバンク・オプ・アメリカの広告で|お得で低い金利
(competitive low rate)J という文言が事実に反しているとして提訴し， 裁
判の結果，パンク・オプ・アメリカは敗訴した。ノミンク・オプ・アメリカは，
金利を13.26%から12.39%に引き下げると共に， その自動車ローンを借りた















16) 大林隆「欧米担行の手数料体系と運用り実情J ，金融酎政事情'.Jl1978牛7月10日号， 41~42ベ
ーシ，




19) A. W. Clausen， Voluntary Disc1osure: Somenne has to jump into the icy water first， FIN 
ANCIAL EXECUTIVE， 44 (6， 1976， p. 21. 
























20) 若杉明『企業会計の論理改訂増補版j19田年， 13ペー ジ。氏りこの見解は「企業内容開示制
g"，展開 I~会計j 107 (3)， 1975年や， iエグィティー =アカウンタピりティー 概念の発展につ
いてJ ~会計j 108 (3) 1975年ですでに述べられてし、る。
21) 若杉，前掲書. 8へジ。


























22) 若杉，前掲書， 14ペー ジ。






























25) 古田寛『会計芋ー 研究ノー ト.11， 1977年.44ベージ。






















何らの制限もない」叩が， これとても， デ ι ー・プロセス (dueprocess of 
law) に実効力を与えようとしたピープノレズ・キャピタリズムの運動や， 1960 
26) 吉田.前掲書:.192-196ベージ。
27) 吉田，前掲脅， 81ベー ジ.
28) 吉田，前掲書:， 152ベージ。
29) 吉田，前掲亀 152"""ージ。
30) 山村忠平『株主の説明請求権~ 1969年， 163ベー ジc


























32) 山地秀俊『会計情報公開請'J19阻年， 5ベー ジ亙び42ベージ。
33) 山地3 前掲書.66へージ。

























35) こり論理はアメリカの「経済開発委員会 (Committeefor Econonuc Development)Jが， 1971 
年に公表した『企業白社会的責任 (SocialResponsibi1ities for Business Corporation)Jの論理
と同一である。なお，横田，前掲論文を参照Dζと。
36) 山地，前損害.74ページ。
自発的ディスクロー ジャー と経営者の意識性 (2時) 235 
「資本運動の合理的管理手段」たる会計実践とて例外ではなし会計実践の巧
拙が個別資本間競争の手段として機能L， したがって，会計理論にあっても経
嘗者の意識と意志が大きな役割を演じるためである。
私は，経済的根拠り分析を通じて， rコード」が，カリフォルニア経済に裏
付けられた自らの経営戦略一一事業の浮沈をかけた国際的な業務展開の必須の
条件に対するカリフォル=ア川内での安定的預金の確保と，消費者貸付の強化
や積極的貸付拡張政策一ーに消費者を取り込むために，策定されたことを朗ら
かにした。また，自発的ディスクロージャーを説明する論理を検討Lて，従来
の議論が，経済的側面を令く顧みず，法的側面についても極めて酸味なままに
留まっていることを明らかにした。これによって，私が冒頭で論じた経営者の
意識日佳を分析するための一般的方法が，如何に重要であるか，浮き彫りにされ
たと思う。しかし，それはまだ一般的方法に留まっており，経済的実体・資本
家の意識・会計実践・会計理論の相主連関を明らかにする課題が残されている。
これは今後の課題としたい。
なお， rコード」以後のパンカメリカの状況を踏まえて，新たな意義を付け
加えておけば，以下のものとなる。銀行の「公共性」を前面に出した「コード」
は，貸付リスグの判断に「社会的意義」を優先させる論理主提供す畠。この論
理に依拠してパンカメリカは1 モーゲージ・農業分野を中心に積極的な貸付拡
大政策を採ったが， 80年代に入って従来の成長分野の不振は，パンカメリカに
大量の不良債権を抱え込ませることになった。バンカメリカは1985年の第二四
半期に 3億3，800万ドノレの赤字を計上したが，その主要な安困は9億ドノレを超え
る貸倒損失にあった。乙の事実に鑑みるとき，預金者保護を旨とする銀行ディ
スグロージャーにあっては，契約不履行貸付金 (outstandingloans)の細目表
示や，従来より表示されていた「不動産により担保される貸付の総額表示」に
留まらず，銀行が保有する担保の評価や担保価値に関するディ 1 クロージャー
の必要性骨明らかにしているといえよう。
